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 園3.ヂな護CD研uおよび耀x潔研遺伝子導入
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 第六章刃即わ罐痂㎜を介した植物遺伝子導入へのりゾビトキシンの影響
 エチレンは月.蜘θ伽蜘5を介した遺伝子導入を抑制するので、エチレン生合成阻害剤であるリゾビトキシ
 ンにより遺伝子導入が促進されることが期待された。本章では、遺伝子導入に対するリゾビトキシンとリゾビ
 トキシン生産沼.孟㎜晶磁"sの影響を検討した。その結果、リゾビトキシンはメロン子葉切片からのエチレン
 発生量を低下させ、植物遺伝子導入効率を向上させた。また、作製したリゾビトキシン生産湾.オ盟θ伽蜘s
 を接種したメ覆ン子葉切片はリゾビトキシン非生産株接種区と比較して、エチレン発生が低く抑えられ(図
 4A)、遺伝子の導入効率が上昇した(図4B)。本結果より、根粒菌がもつ共生因子リゾビトキシンが他の植物
 一微生物相互作用においても効果的に働くことが明らかとなり、また作製したリゾビトキシン生産4.
 オ㎜θ伽蜘5は、植物育種において有用な細菌となりうることが期待される。
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 図4,リゾビトキシン生産オ欝。加惚廟議こよるエチレン発生および遺伝子導
 入効率に対する影響
 (Alエチレン蓄積量の経時的変化,(B〉遺伝子導入効率,RT牽:リゾビトキシン
 生産株接種区,RT一:リゾビトキシン非生産株接種区.
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 論文審査結果の要旨
 根粒菌、植物病原菌、根圏細菌は宿主植物のエチレンレベルを下げることにより感染を
 促進する複数の機構を持っている。リゾビトキシンは、ダイズ根粒菌β灘⑳r勉。伽脚ε伽耀
 が生産するエチレン生合成阻害剤であり、マメ科植物のエチレン発生を低下させ、根粒形成
 能を促進する。そこで本研究では、リゾビトキシンの生合成遺伝子系とその植物一微生物相
 互作用における働きの解明を目的とした。
 まず、β.ε1ん翻刻SDA94株のr紹α)EFG遺伝子の全ての領域が一つの転写単位とし
 て、リゾビトキシン生合成に関与していることを遺伝子破壊等により明らかにした。次に
 聖ηoゐα惚吻襯が襯ψ6～εηsC58株へのBε伽麟r紐CO塑σ導入したとろ、異種細菌において
 も導入遺伝子は転写および翻訳されていたにもかかわらず、リゾビトキシンは生産されなか
 った。C58株のゲノム情報およびリゾビトキシン生合成系の知見より、前駆物質の一つであ
 る0一アセチルホモセリン(OAH)が供給されないことが原因として考えられた。そこで、OA獺
 投与および漉so煮物。伽溜loガi由来のOA墨{合成遺伝子脱離vの導入を行ったところ、C58株
 はリゾビトキシンを生産した。リゾビトキシン生産C58株は、非生産株と比較して植物のエ
 チレン発生を低下させ、メロンの形質転換効率を有意に上昇させた。
 イネ白葉枯病菌漁n孟ho陶磁so解αθ、オジギソウ根粒菌B磁hol融融p伽翩翩のゲノ
 ムからもりゾビトキシン生合成遺伝子群が見いだされたが、それらは0一スクシニルホモセリ
 ン(OS珊を前駆物質とする可能性が高く、しかもOSR合成酵素遺伝子脱魂を生合成遺伝子
 群に取込んでいた。したがって、広義にはメチオニン代謝の灘躍,耀猛もリゾビトキシン
 生合成遺伝子と見なすことができる。本論文では、以上の成果をもとに、根粒菌が有するエ
 チレン発生を低下させる機構を利用して微生物側から植物形質転換技術を改良したという点
 でも画期的である。
 以上の論文内容は、菅原雅之氏が自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学
 識を有することを示している。そこで、審査員一同、菅原雅之氏提出の論文は,博士(生命
 科学)の博士論文として合格と認めた。
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